
北海道別海町議会北海道別海町議会

つかいつかいべべ議会だより議会だより 第116号
2026年2月

　　　　　　　　 空から見る、わたしたちの別海

酪農畜産におけるカーボンニュートラルへの取り組み
別海高等学校寄宿施設の今後に注視！
地域の声を議会へ
一般会計過去最高額 425億16９0万円
一般質問（田村・中村・伊勢・髙橋・吉田・宮越・市川の７議員）
議会活動アラカルト
　　　「Let’s  go !　議会！」＜第４回＞連載

…… 6
……………………… 7

……………………………………………… 8
…………………… 9

…………10
……………………………………………14

……………………15

　　
　 地域めぐり懇談会
　 皆さんの声をどう生かした？

……………………………… 2
……………… 5

……………………………… 2
……………… 5

…………16…………16シリーズ おじゃましま～す

特
集

浮遊感への驚きと感動！ 熱気球体験浮遊感への驚きと感動！ 熱気球体験



あなたの声が　別海町を動かす！

11 月 27 日・12 月３日の 2日間、町民の皆さんの声を町政に反映させるため、
上春別・尾岱沼・西春別・別海市街の4地区で「地域めぐり懇談会」を開催しました。
その中で寄せられた、主なご意見をお知らせいたします。

議員定数・議員報酬

●別海町の広さを考え、削減は慎重に。

●人口減少を踏まえ、１～３人削減が妥当と

　の声が複数。

●報酬は活動量に見合い妥当、または引き上

　げてもよい。

●結論には賛成だが、他町村比較には疑問が

　ある。削減ありきではない。

ふるさと交流館

●営業時間やキャンピングカーの受け入れな

　ど運営面の見直し。

●オフシーズンの収益確保策が必要。

●周辺環境整備や町内各地域の声の反映を求

　める。

●観光拠点としてランドマーク化を期待。

地域おこし協力隊

●活動内容や成果が伝わりにくい。

●任期満了後の定住支援を強化してほしい。

●地域住民との交流の場を設けてほしい。

道路・環境整備

●海岸浸食対策を道や国へ要望。

●舗装道路の老朽化が深刻。

●計根別飛行場利用に伴う、防音対策区域

　の拡大。

産業振興

●漁具購入への補助金拡充。

●新たな魚種育成への挑戦。

●移住者の飲食店開業支援、空き店舗活用。

●産業の多角化が必要。

子ども・子育て支援

●放課後子ども教室の開始は高く評価。

●発熱時の医療体制が利用しづらい。

●保育園給食の完全無償化を求める。

●中学校区での部活動送迎バスが欲しい。

●保育士不足への対応が必要。

●出産・入園などの子育て支援を希望する。

高齢者支援・交通

●車がないと通院が困難。

●ハイヤー不足で利用券が使えない。

●バス・ハイヤー共通利用券は好評だが

　再交付の遅れを改善してほしい。

●免許返納後の移動手段が不安。

●ライドシェアを導入してほしい。

その他

●役場職員の業務量に偏りがある。

●役場のメール返信を早くしてほしい。

●ごみ分別ルールが分かりにくい。

●避難所の現場対応の応援体制を強化して

　ほしい。

いただいたご意見は、今後の議会活動や政策提言に生かしていきます。　　　

尾岱沼

上春別

西春別
別海
市街

ふるさと納税

●海産物不漁により返礼品の安定供給に不安。

●品質管理の徹底と事業者への指導強化を。

●漁業資源の確保・育成への重点的な活用を。

●基金の使途が分かりにくい。

●海産物以外の返礼品を増やすため、事業者

　支援の強化を。

OTOMONO

●制度を知らない人が多く、周知不足。

●高齢者向けの配慮・支援を強化してほしい。

●市街地以外では利用しづらい。

●アプリの登録方法が分からない。

●飲食店以外の店舗でも使えるようにしてほ

　しい。

地域めぐり懇談会

その他のご意見は
こちらから ２
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毎年開催している地域めぐり懇談会でいただいた声はどうなった？
いただいた主なご意見に対し、議会の対応をお知らせします。

皆さんの声をどう生かした？

●検討・調査
●行政への要望
●行政へ確認

皆さんの声を聞く 委員会で議論
●総務産業常任委員会

●「宿泊・レストランの再開に向け準備
　する」との町長行政執行方針
　→各議員が一般質問
●委員会にて進捗状況を調査中

●ふるさと交流館
●町の特産品の販売
　など

●福祉文教常任委員会
●高齢者の足の確保
●医師の確保　など

委員会で声を集約

運転免許を返納したいが
生活の移動に困る

ふるさと交流館
宿泊・レストランの再開を
道の駅の機能を

医師の退職が続き不安
診療所を存続してほしい

町の特産品がどこで買え
るかと問い合わせが多い

議会での対応

●委員会で高齢者の移動について調査
　→地域住民の力を最大限に活用した
　　送迎事業（案）の説明を受ける
●町民の足の確保について、各議員が
　一般質問

議会での対応

●意見を「議会だより」に掲載
●各議員が一般質問
　→道の駅おだいとうで販売開始
　→別海町交流館ぷらとに自動販売機
　　設置

議会での対応

●委員会調査後、検証・協議
　→委員会の総意として一般質問
　「医師確保に動いて、診療所を運営して
　いける体制をとるべく努力」（町長答弁）
　→西春別駅前と尾岱沼診療所に新医師
　　着任

議会での対応

声 声

声 声

今年は、上春別・尾岱沼・西春別・別海市街の4地区で、数々の貴重なご意見をいただきました。

参加者数実　施　場　所 アンケート回答数

11月27日
15人上春別地域センター 12人（80％）

10人尾岱沼地域センターきらくる  7人（70％）

12月３日
 9人西公民館  7人（78％）

20人別海町交流館「ぷらと」 19人（95％）

54人合　　　　計 45人（83％）

■そもそも分かっていた　■初めて知った　■理解が深まった　■よく分からなかった　■その他　■無記入

議会からの案内
54％

参加のきっかけ（複数回答あり）年　　代性　　別

委員会活動

全体会意見交換

分会意見交換

議会だより

参加者アンケート調査の概要

■言いやすかった　■言いにくかった　■どちらとも言えない　■その他　■無記入

■言いやすかった　■言いにくかった　■どちらとも言えない　■その他　■無記入

■毎回読んでいる　■ときどき読んでいる　■読んでいない

チラシ
26％

議会だより
19％

議員案内
37％

町LINE
14％

その他２％

男性
70％

14％

58％

67％ 2％

67％ 31％ 2％

議会だよりの改善

■興味がわく内容となった　■読みやすくなった　■変わらない　■読みづらくなった　■無記入

11％ 56％ 20％ 2％ 11％

今後の意見交換の場

■イベントに議会のブース　■町内施設でカフェ形式　■連合町内会単位　■その他　■無記入

16％ 30％ 33％ 18％3％

4％ 27％ 2％ 9％

4％ 69％ 2％ 9％2％

30代
4％ 40代

7％

50代
15％

60代
24％

70代以上
50％

女性
30％

HP２％

地域めぐり懇談会で
いただいた主なご意見

地域めぐり懇談会に関すること

なかなか若い方が参加できないので、

幅広い年代の人と交流できる場を少し

ずつでも設けてください。

顔の見える対面もよいが、ＬＩＮＥな

どで参加（時間を気にせず）できれ

ば、広く意見があるのでは。

もう少し地域を細かく分けて開催して

ほしい。年１回ではなく回数を増やし

てほしい。

皆さんがどう考えているか、議員さん

のアドバイスや町と検討すると話をし

ていただけたことで、地域の皆さんも

いろいろ意見が出しやすかった。

こういう場で議員さんに伝えられるこ

とで町が変わる！と感じています。

もっと話せる場があると良いと思って

います。

このアンケートもＱＲとかで答えられ

るととても助かります。

議会に関すること

人口が減る一方で、出産がしやすいの

か？病院はかかりやすいのか？日常の

声は届いていないのであれば怠慢（ゴ

メンナサイ）では？議員定数の問題で

はないと思います。意見を聞いたら具

体的に動いてください。

町に関すること

他市町村と比べてもっとできると思う

ことはやっていけばいい。他市町村で

やっていないこともどんどんやってほ

しいです。別海町らしさを追求してよ

り良い町になってほしいと思います。

福祉牛乳→全町民に牛乳券で配っては

どうでしょう。高齢者は週２回なかな

か取りに行けない。券だと店で買え

る。

その他

初めて地域めぐり懇談会に参加させて

いただきました。ありがとうございま

す。

11％ 4％ 16％

地域めぐり懇談会に大勢の
参加ありがとうございました
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買
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
仕
組
み
の
構
築

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
施
設

の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
体
験
価
値
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
経
営
面
で
は
黒
字
運
営
が
必
須
で
あ
り
、
設
計

段
階
か
ら
の
運
営
者
参
画
、
人
材
確
保
・
育
成
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
受
け
入
れ
の
課
題
、
日
曜
日
の

飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

酪
農
畜
産
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み

よ
り
良
い
ふ
る
さ
と
交
流
館

整
備
に
向
け
て

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
現
状
と
課
題

宿
泊
事
業
者
と
の
意
見
交
換
会

委員長 今西 和雄　副委員長 宮越 正人　委員 戸田 憲悦・佐藤 雄・松𠩤 政勝・小椋 哲也・髙橋眞結美・市川 聖母

総務産業常任委員会の活動報告

別海バイオガス発電株式会社



７

２
年
で
決
ま
る
寄
宿
施
設
の
未
来

　
別
海
高
等
学
校
の
魅
力
の
一
つ
で

も
あ
り
、
生
徒
の
受
け
入
れ
に
欠
か

せ
な
い
寄
宿
施
設
を
継
続
さ
せ
る
た

め
、
残
り
２
年
余
り
で
結
論
を
出
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
民
営
、
町
営
問
わ
ず
継
続
可
能
な

寄
宿
施
設
の
存
続
方
法
に
つ
い
て
継

続
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

窓
口
は
一
つ
！

　
　
　
　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
今
後
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

保
護
者
に
と
っ
て
、
子
育
て
や
家
庭

の
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
、
利
用

し
や
す
い
窓
口
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
今
後
の
運
用
状
況

や
検
証
を
継
続
調
査
し
て
い
き
ま

す
。 ギ

カ
イ
の
目

　
別
海
高
等
学
校
の
寄
宿
施
設
は
、
10
年
間
の
使

用
期
間
を
定
め
た
協
定
書
の
期
間
が
、
令
和
10
年

３
月
末
で
満
了
し
ま
す
。

　
現
地
調
査
を
含
む
調
査
の
結
果
、
事
業
者
の
意

向
に
よ
り
、
協
定
書
の
更
新
を
行
わ
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
残
り
２
年
間
で
新
た
な
事
業
者
の
模
索
や
、
行

政
に
よ
る
寄
宿
施
設
の
借
り
上
げ
な
ど
も
含
め
、

継
続
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
、
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
寄
宿
施
設
は
、
新
生
活
が
始
ま
る
生
徒
の
受
け

入
れ
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
同
時

に
別
海
高
等
学
校
の
魅
力
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。

　
生
徒
が
通
い

た
く
な
る
別
海

高
等
学
校
の
魅

力
化
に
向
け
た

取
り
組
み
も
含

め
て
、
調
査
を

継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
７
年
４
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
、
全
て
の
妊
産
婦
お
よ
び
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
里
帰
り
さ
れ
た
妊
産
婦
の
希
望
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
課
で
行
っ

て
い
た
相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、町
立
別
海
病
院
、

教
育
委
員
会
や
福
祉
課
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
目
指
し
た
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
を
立
案
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
は
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
対
象
者
の
意
見
を

反
映
す
る
も
の
で

す
。

　
今
後
も
そ
の
運

用
状
況
に
つ
い

て
、
継
続
的
な
把

握
と
検
証
を
し
て

い
き
ま
す
。

別
海
高
等
学
校
寄
宿
施
設
の

　
　
　
　
　
今
後
に
注
視
！

サ
ー
ビ
ス
充
実
の

　
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

寄
宿
施
設
の
協
定
期
間
が
満
了

地
域
連
携
で
実
現
す
る

　
　
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

委員長 外山 浩司　副委員長 横田 保江　委員 中村 忠士・田村 秀男・貞宗 拓雄・伊勢 　徹・吉田 和行　

福祉文教常任委員会の活動報告

別海高等学校寄宿施設



一
般
会
計
　
過
去
最
高
額

  ４
２
５
億
１
６
９
０
万
円

意
見
書
を
採
択

12
月
定
例
会

１
月
臨
時
会

・
緊
急
銃
猟
制
度
な
ど
ヒ
グ

マ
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進

を
求
め
る
意
見
書

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
（
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）

の
確
保
や
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書

 

提
出
者

　
　外
山
　浩
司

可決

・
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促

進
等
を
求
め
る
意
見
書

 

提
出
者

　
　松
𠩤
　政
勝

可決

８

　
広
聴
小
委
員
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

議
会
活
動
に
生
か
す
た
め
、
従
来
の
「
地
域
め

ぐ
り
懇
談
会
」
に
加
え
、
連
合
町
内
会
単
位
で

の
小
規
模
な
意
見
交
換
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
１
回
目
と
し
て
、
上
風
連
連

合
町
内
会
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

 

教
育
・
保
育
の
不
安 

　

中
西
別
・
西
春
別
と
学
校
の
閉
校
が
続
く

中
、
上
風
連
で
も
今
後
へ
の
不
安
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

別
海
市
街
地
ま
で
約
30
キ
ロ
の
地
域
も
あ

り
、
統
合
と
な
っ
た
場
合
の
送
迎
や
、
通
学
の

負
担
は
大
き
い
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
へ
き
地
保
育
園
が
満
３
歳
児
か
ら
の
受
け
入

れ
で
、
未
満
児
家
庭
は
、
市
街
地
ま
で
通
う
必

要
が
あ
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
親
同
士
の
つ
な

が
り
や
、
地
域
行
事
の
担
い
手
が
薄
れ
る
の
で

は
、
と
い
う
懸
念
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

 

暮
ら
し
の
基
盤 

　
外
国
人
労
働
者
も
地
域
行
事
に
参
加
し
、
少

し
ず
つ
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
や
ス
タ
ン
ド
は
、
赤
字
で
も
生
活

イ
ン
フ
ラ
・
交
流
拠
点
と
し
て
「
残
し
て
ほ
し

い
」
と
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
多
い
一
方
で
、
今
は

被
害
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
被
害
前
の

通
報
・
対
策
の
大
切
さ
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

委
員
会
調
査
の
方
向 

　
広
聴
小
委
員
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

関
係
委
員
会
な
ど
と
も
共
有
し
、
議
会
と
し
て

の
調
査
・
提
案
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
次
回
以
降
も
、
テ
ー
マ
を
決
め
す
ぎ
ず
、
率

直
な
声
を
伺
う
機
会
を
積
極
的
に
設
け
て
い
き

ま
す
。

　
今
後
は
広
聴
小
委
員
会
の
情
報
発
信
も
充
実

さ
せ
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
の
声
を
ど
う
届
け
る
か 

　
地
域
選
出
議
員
が
不
在
と
な
っ
て
以
降
、
要

望
書
の
提
出
や
、
町
長
と
の
面
談
で
声
を
届
け

て
い
る
一
方
、「
要
望
が
ど
う
扱
わ
れ
、
返
答

が
ど
う
返
っ
て
く
る
か
が
分
か
り
に
く
い
」
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

 

酪
農
の
将
来
と
災
害
備
え 

　
離
農
に
伴
う
農
地
の
受
け
皿
不
足
、
耕
作
放

棄
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
へ
向
け
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
含
め
た
実
証
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
地
震
に
備
え
、
水
と
電
力
確

保
の
重
要
性
、
橋
や
道
路
の
寸
断
を
想
定
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
分
け
、
井
戸
・
取
水
の
検
討
、
点
検

表
や
訓
練
の
必
要
性
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
声
を
議
会
へ

代表委員 小椋 哲也　副代表委員 横田 保江　委員 戸田 憲悦・佐藤 雄・中村 忠士・今西 和雄・田村 秀男・貞宗 拓雄

広聴小委員会の活動報告

上
風
連
連
合
町
内
会
と
、
教
育
や
酪
農
、
暮
ら
し
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。



一
般
会
計
　
過
去
最
高
額

  ４
２
５
億
１
６
９
０
万
円

意
見
書
を
採
択

12
月
定
例
会

１
月
臨
時
会

・
緊
急
銃
猟
制
度
な
ど
ヒ
グ

マ
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進

を
求
め
る
意
見
書

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
（
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）

の
確
保
や
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書

 

提
出
者

　
　外
山
　浩
司

可決

・
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促

進
等
を
求
め
る
意
見
書

 
提
出
者

　
　松
𠩤
　政
勝

可決

9

定例会・意見書・臨時会

　
12
月
補
正
予
算
が
、
予
算
決
算

審
査
特
別
委
員
会
（
横
田
保
江
委

員
長
、
伊
勢
徹
副
委
員
長
）
で
審

査
さ
れ
、
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
制
度
推
進
事

業
に
50
億
円
を
追
加
し
総
額

２
０
０
億
円
、
域
内
循
環
拠
点

維
持
・
確
保
緊
急
対
策
事
業
に

４
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

３
億
４
０
０
０
万
円
な
ど
の
新

規
・
追
加
事
業
も
含
め
た
補
正
内

容
で
し
た
。

　
以
下
、
主
な
事
業
を
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
令
和
６
年
度
各
会
計

決
算
認
定
、教
育
長
の
再
任
同
意
、

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
、
意
見
書
採
択
な
ど
、
34
件

の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
別
海
町
青
少
年
問
題
協

議
会
条
例
の
一
部
改
正
は
、
付
帯

意
見
を
付
し
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
町
内
出
身
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

選
手
を
現
地
応
援
す
る
人
へ
の

渡
航
費
な
ど
の
補
助

・
水
産
加
工
の
補
助
４
件

・
旧
別
海
中
学
校
を
利
活
用
し
た

食
肉
加
工
、
惣
菜
製
造
の
補
助

２
件

・
老
人
保
健
施
設
す
こ
や
か
療
養

室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

　
（
工
事
期
間
）

　
令
和
８
年
２
月
～
７
月
中
旬

・
町
民
１
人
２
万
円
の
商
品
券
配
布

・
児
童
手
当
対
象
世
帯
、
子
ど
も

１
人
２
万
円
給
付

　
（
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
の
関

係
者
へ
追
加
支
援
と
現
地
応
援

す
る
町
民
へ
の
支
援

・
根
室
管
内
サ
ケ
マ
ス
増
殖
事
業

協
会
負
担
金
の
全
額
支
援

・
資
源
確
保
の
取
り
組
み
と
操
業

継
続
確
保
に
対
す
る
支
援

　
（
別
海
・
野
付
漁
協
）

ア
ス
リ
ー
ト
支
援
事
業

物
価
高
騰
対
応

　
　
　
　
重
点
支
援
事
業

秋
サ
ケ
漁
業
持
続
化

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業

老
人
保
健
施
設
整
備
事
業

ア
ス
リ
ー
ト
支
援
事
業

域
内
循
環
拠
点
維
持
・

　
　
確
保
緊
急
対
策
事
業

物
価
高
騰
対
応

子
育
て
応
援
手
当
支
援
事
業

２
０
０
０
万
円

２
億
９
８
５
６
万
円

７
８
０
０
万
円

３
３
０
０
万
円

３
０
４
０
万
円

４
０
０
０
万
円

４
４
８
６
万
円

新規

新規

追加 新規 新規

追加 追加
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議員７人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

田
た

村
むら

秀
ひで

男
お

議員

Ａ
Ｉ
は
、
町
民
の
味
方
か
？

　
　
　
　
利
活
用
方
法
を
問
う

質 問質
問
　
学
校
教
育
や
家
庭
教
育

で
、「
Ａ
Ｉ
が
全
て
正
し
い
わ
け

で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
ど

の
よ
う
に
啓
発
さ
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

学
び
の
指
導
体
制
は
。

答
弁　
啓
発
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が

さ
ら
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
念

頭
に
、学
校
現
場
が
混
乱
し
た
り
、

不
安
を
感
じ
な
い
よ
う
、
段
階
的

な
運
用
を
示
し
て
い
く
。

　
指
導
体
制
は
、
教
員
の
研
修
機

会
の
提
供
や
外
部
人
材
の
活
用
な

ど
、
多
方
面
か
ら
教
育
環
境
の
充

実
に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
間
違
っ
た

こ
と
も
本
当
の
よ
う
に
話
す
。
子

ど
も
た
ち
が
Ａ
Ｉ
と
適
切
に
向
き

合
っ
て
、
安
全
に
活
用
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
、
家
庭
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
の
位
置
付
け
と
費
用
対
効

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁　
本
町
で
は
、
令
和
５
年

８
月
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て

お
り
、
将
来
の
行
政
経
営
を
支
え

る
投
資
と
し
て
位
置
付
け
た
い
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
の
機
密
性
確
保

と
、
職
員
の
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
は
必
要
不
可
欠
だ
。

　
議
員
ご
提
案
の
よ
う
に
、
各
課

に
Ａ
Ｉ
活
用
を
担
う
職
員
を
配
置

す
る
体
制
へ
発
展
さ
せ
、
安
全
か

つ
効
果
的
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

い
。

　
費
用
対
効
果
は
、
目
に
見
え
る

効
果
と
無
形
の
効
果
を
総
合
的
に

考
え
る
。

　
業
務
時
間
削
減
効
果
シ
ス
テ
ム

で
は
、
月
平
均
約
４
０
０
時
間
の

短
縮
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

別
海
町
の「
男
女
格
差
の
解
消
」は

進
ん
で
い
る
か

質 問質
問
　
日
本
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
」
は
１
４
８
カ
国
中

１
１
８
位
で
低
位
に
留
ま
っ
て
い

る
。
別
海
町
の
男
女
格
差
の
解
消

に
つ
い
て
聞
く
。

　
町
の
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の

登
用
は
何
人
中
何
人
で
比
率
は
？

答
弁　
調
査
対
象
35
団
体
の
委

員
総
数
３
５
９
人
、
女
性
委
員
は

１
０
８
人
で
比
率
30
・
１
％
。

質
問
　
防
災
会
議
女
性
委
員

は
？答

弁　
18
人
中
女
性
は
０
人
。

質
問
　
避
難
所
の
運
営
責
任
者

集
団
の
中
の
女
性
比
率
は
？

答
弁　
自
主
防
災
組
織
の
役
員

総
数
４
６
１
人
に
対
し
、
女
性
は

40
人
で
比
率
は
約
９
％
。

質
問
　
政
府
は
、「
２
０
２
０

年
代
の
早
期
に
指
導
的
地
位
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
30
％
程
度
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
」

と
し
て
い
る
。
本
町
の
役
場
職
員

管
理
職
の
女
性
比
率
は
？

答
弁　
管
理
職
全
体
で
１
０
７

人
。
う
ち
女
性
は
26
人
で
女
性
比

率
は
24
・
３
％
。
目
標
と
す
る

30
％
に
は
届
い
て
い
な
い
。

答
弁　
早
急
な
対
応
が
必
要
な

案
件
に
は
臨
機
応
変
に
対
処
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時

に
、
生
産
地
と
し
て
の
景
観
や
世

界
観
を
い
か
に
し
て
守
り
抜
く

か
、
一
定
の
方
針
と
ル
ー
ル
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
条

例
や
景
観
計
画
な
ど
の
策
定
を
進

め
る
た
め
、
新
年
度
予
算
に
計
上

す
べ
く
準
備
し
て
い
る
。

中
なか

村
むら

忠
ただ

士
し

議員

太
陽
光
発
電
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
代
表
格
で
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ

て
い
る
が
、町
と
し
て
何
ら
か
の
規
制
・

ル
ー
ル
化
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
？
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別
海
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

観
光
関
連
事
業
の
課
題
解
決
と

　
さ
ら
な
る
高
み
へ
の
戦
略
は

質 問

質 問

伊
い

勢
せ

　徹
とおる

議員

髙
たか

橋
はし

眞
ま

結
ゆ

美
み

議員

質
問
　
本
町
の
本
年
度
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
採
用
状
況

は
。答

弁　

人
口
政
策
分
野
に
４

人
。
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
２
人
。

産
業
振
興
分
野
に
４
人
。
そ
の
他

の
分
野
で
６
人
。
合
計
16
人
。

質
問
　
本
町
の
通
算
採
用
者

数
、
退
任
者
数
、
退
任
者
数
の
う

ち
定
住
者
数
と
起
業
者
数
は
。

答
弁　
83
人
を
採
用
、
そ
の
う

ち
13
人
が
退
任
し
、
定
住
者
は
４

人
。
起
業
者
は
い
な
い
。

質
問
　
協
力
隊
カ
フ
ェ
な
ど
の

活
動
拠
点
の
整
備
、
展
開
の
現
状

は
。答

弁　
来
年
度
中
に
、
旧
消
防

庁
舎
の
隣
の
空
き
店
舗
に
、
サ
テ

質
問
　
観
光
関
連
事
業
者
の
事

業
継
続
や
承
継
は
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
事
業
者
が
継
続
で
き
る

取
り
組
み
と
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
に
向
け
た
多
角
的
な
取
り
組

み
が
重
要
と
考
え
る
。

　
①
資
金
面
支
援
②
新
規
参
入
・

事
業
転
換
で
の
支
援
③
人
材
確

保
・
担
い
手
支
援
④
相
談
・
連
携

の
充
実
の
４
つ
の
柱
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

質
問
　
観
光
客
の
ご
み
対
策
に

つ
い
て
、
町
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。答

弁　
生
活
ご
み
は
持
ち
帰
り

を
原
則
と
し
、
事
業
や
観
光
施
設

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
す
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税
大
学
院

の
特
徴
を
具
体
的
に
。

答
弁　
別
海
町
を
仮
想
の
大
学

院
と
し
て
、
人
材
育
成
や
人
材
発

掘
に
取
り
組
む
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。質

問
　
１
０
０
人
以
上
の
隊
員

の
採
用
を
目
指
す
た
め
の
、
今
後

の
対
策
は
。

答
弁　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の

高
い
人
材
を
抜
て
き
し
て
、
チ
ー

ム
の
自
主
性
で
問
題
解
決
で
き
る

よ
う
に
注
力
し
て
い
る
。

質
問
　
任
期
満
了
後
の
隊
員
に

定
住
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
本
町

の
力
点
は
。

答
弁　
１
人
で
も
多
く
の
隊
員

の
定
着
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後

も
創
意
工
夫
を
続
け
る
。

内
で
発
生
す
る
ご
み
は
、
事
業
系

ご
み
と
し
て
処
理
を
行
う
。

キ
ャ
ン
プ
場
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
町
指
定
ご
み
袋
を
販
売

し
、
回
収
場
所
へ
の
廃
棄
を
案
内

し
て
い
る
。

質
問
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
袋
販
売
の
情
報
発
信
は
。

答
弁　

発
信
は
し
て
い
な
い

が
、
利
用
者
に
口
頭
で
周
知
し
て

い
る
。

質
問
　
旅
行
者
誘
客
に
関
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
場

合
、
情
報
の
新
鮮
・
正
確
さ
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
は
。

答
弁　
別
海
町
観
光
協
会
と
町

で
連
携
の
上
、
さ
ら
な
る
磨
き
上

げ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
別
海
町
観
光
の
最
大
の

強
み
は
何
か
。

答
弁　

唯
一
無
二
の
景
観
と
、

雄
大
な
自
然
が
育
む
豊
か
な
食
で

あ
る
。

議員７人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます



　校
内
実
績
発
表
会
、
農
家
委
託
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報

告
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
農
業
と
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メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
と
町
の
姿
勢

ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
な
ど

希
少
魚
種
の
増
養
殖
に
つ
い
て
は

質 問

質 問

吉
よし

田
だ

和
かず

行
ゆき

議員

宮
みや

越
こし

正
まさ

人
と

議員

質
問
　
町
内
に
お
け
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
太
陽

光
発
電
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
状
況
と
、農
地
の
利
用
実
態
は
。

答
弁　
太
陽
光
発
電
事
業
者
か

ら
は
、
設
置
予
定
地
が
農
地
法
や

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
対
象
と
な
る
か
に
つ
い

て
、
月
に
１
件
程
度
、
年
間
で
お

お
む
ね
５
件
程
度
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
る
。

　
農
地
の
売
買
や
利
用
に
は
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
、
農
業
者

以
外
が
取
得
す
る
こ
と
は
相
続
な
ど

を
除
き
で
き
ず
、
農
地
は
原
則
と
し

て
農
業
利
用
が
前
提
で
あ
る
。

質
問
　
農
地
を
農
業
用
途
以
外

に
利
用
す
る
手
段
と
し
て
、
営
農

質
問
　
禁
漁
と
す
る
状
況
を
町

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　
原
因
特
定
の
た
め
、
海
洋
環
境

な
ど
の
専
門
的
知
見
を
持
っ
た
協

力
隊
員
の
配
置
検
討
は
。

答
弁　
持
続
可
能
な
漁
業
を
維

持
す
る
た
め
に
、
資
源
管
理
は
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
伝
統
漁
法

を
継
承
す
る
た
め
に
も
、
関
係
者

と
協
議
を
続
け
、
町
と
し
て
も
必

要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

　
提
案
の
あ
っ
た
水
産
関
係
の
増

養
殖
に
知
見
を
持
っ
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
活
用
も
、
課
題
解

決
に
向
け
た
有
効
的
手
段
の
一
つ

と
考
え
る
。

質
問
　
打
瀬
舟
に
よ
る
漁
法
の

継
承
や
、
エ
ビ
漁
に
従
事
す
る
後

型
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
町
の
認

識
は
ど
う
か
。

答
弁　
本
町
で
は
、
全
域
が
農

業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

て
、
農
地
以
外
の
転
用
は
原
則
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
た
だ
、
容
易
に
撤
去
で
き
る
構

造
で
あ
る
こ
と
や
、
農
業
を
継
続

し
、
市
町
村
平
均
の
※
反
収
の
８

割
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
せ
ば
、
農
地
や
農
用

地
区
域
内
で
も
営
農
型
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
は
可
能
で
あ
る
。

　
可
否
は
個
別
に
判
断
し
て
い
く
。

※
反
収
…
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量

質
問
　
野
付
半
島
・
風
蓮
湖
周

辺
で
の
開
発
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁　
湿
地
や
鳥
類
へ
の
影
響

な
ど
多
く
の
懸
念
が
あ
り
、
町
民

の
大
切
な
財
産
で
あ
る
地
域
資
源

を
守
る
た
め
、
適
切
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。

継
者
対
策
は
。

答
弁　
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
な
ど
、
観
光
資
源
と
し
て
も

貴
重
で
あ
り
、
本
町
に
と
っ
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
文
化
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
「
漁
業
後
継
者
就
業
支
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
実
効
性
あ
る
後
継
者

対
策
を
推
進
し
、
本
町
水
産
業
の

「
明
る
い
未
来
の
実
現
」
に
向
け

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
増
養
殖
事
業
に
、
町
と

し
て
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。
そ
の
予
算
の
計
上

も
必
要
と
な
る
が
。

答
弁　
漁
業
者
の
未
来
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、漁
業
者・

漁
協
・
町
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
、
水
産
資
源
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
財
政
面
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
か
ら
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。



　校
内
実
績
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会
、
農
家
委
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実
習
・
イ
ン
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に
参
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ま
し
た
。

持
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可
能
な
農
業
と

　
　
　
　 

地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦

別
海
高
等
学
校 

農
業
ク
ラ
ブ

13

議員７人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

持
続
可
能
な
町
の
交
通
へ
一
歩

質 問質
問
　
地
域
め
ぐ
り
懇
談
会
な

ど
で
も
交
通
に
関
す
る
意
見
が
多

く
、
移
動
手
段
の
確
保
は
町
民
生

活
に
直
結
す
る
重
要
な
課
題
だ
と

考
え
る
が
、ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答
弁　
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
の
確
保
は
、
行
政
上
の

最
重
要
課
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
地
域
の
声
を
踏
ま
え
、
対
応
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
高
齢
化
の
進
行
や
世
帯

構
成
の
変
化
、
交
通
空
白
地
の
拡

大
に
よ
り
、
移
動
手
段
の
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
取
り
組
み
を
進
め
る
上

で
、
住
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
は
２
年
間
を
想
定
し
て
い
る
。

　
１
年
目
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
２
年
目
に
法
定
協
議
会
を

開
催
す
る
。
協
議
会
に
は
町
内
会
代

表
な
ど
住
民
代
表
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
意
見
を
反
映
さ
せ
る
。

質
問
　
計
画
策
定
ま
で
の
間
、

現
在
行
っ
て
い
る
交
通
支
援
に
つ

い
て
、ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
現
在
行
っ
て
い
る
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
広
報

で
情
報
提
供
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
周
知
を
継
続
し
、
新
た

に
取
り
組
め
る
手
段
が
あ
れ
ば
研

究
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
尾
岱
沼
地
区
で
住
民
主

体
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
動
き
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

答
弁　
地
域
の
交
通
課
題
を
住

民
自
身
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　
今
後
の
施
策
を
検
討
す
る
上
で

参
考
に
し
て
い
く
。

市
いち

川
かわ

聖
まりあ

母議員

　
「Beccow

 Farm

」
と
題

し
、
地
域
資
源
活
用
班
は
、
酪

農
と
畑
作
の
複
合
を
目
指
す
取

り
組
み
を
発
表
。
炭
素
循
環
農

法
に
着
目
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
作
物
栽
培
へ
の
挑
戦
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
乳
製
品
加
工
班
は
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
活
用
し
た「
別
海
の
恵
み

を
届
け
る
」研
究
内
容
を
発
表
。

　
酪
農
の
魅
力
を
発
信
し
、
農

業
従
事
者
の
増
加
と
町
の
活
性

化
を
目
指
す
熱
意
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
発
表
で
は
、
実
践
内
容
や
成

果
と
と
も
に
課
題
も
提
示
さ

れ
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

と
酪
農
の
可
能
性
を
広
げ
、
人

と
地
域
を
つ
な
ぐ
ク
ラ
ブ
員
の

想
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
１
年
生
に
よ
る
発

表
や
全
国
大
会
報
告
、
農
家
委

託
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ク
ラ
ブ
員
の
活
躍
に

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
責 

髙
橋
委
員
）

ベ
ッ
コ
ウ
フ
ァ
ー
ム



湧
別
・
小
清
水
に
学
ぶ

湧
別
・
小
清
水
に
学
ぶ

  

〜
教
育
と
地
域
交
通
の
未
来
〜

福祉文教常任委員会

早
期
の
課
題
解
決
が

　
　
　
　 求
め
ら
れ
る

早
期
の
課
題
解
決
が

　
　
　
　 求
め
ら
れ
る

〜
北
方
領
土
返
還
要
求
ア
ピ
ー
ル
行
進
参
加
〜

議長　西原　浩

14

議会活動アラカルト
　
日
比
谷
公
園
周
辺
か
ら
東
京
駅
周
辺
ま
で
の
約

２
キ
ロ
を
、
全
国
各
地
か
ら
総
勢
５
０
０
人
の
方

が
参
加
し
、
全
国
47
都
道
府
県
旗
を
一
堂
に
集
結

し
た
熱
意
の
あ
る
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
全
国
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
１
９
４
５
年
12
月
１
日
、
当
時
の
根
室
町
長
安

藤
石
典
氏
が
連
合
軍
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
宛
て
に
、

北
方
領
土
に
つ

い
て
の
陳
情
書

を
提
出
し
た
の

が
こ
の
返
還
運

動
の
始
ま
り
で

す
。

　
戦
後
80
年
が

経
過
し
、
元
島

民
の
方
は
高
齢

と
な
り
、
早
期

の
課
題
解
決
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
別
海
町
の
教
育
諸
課
題
と
住
民
の
移
動
手
段

の
在
り
方
を
探
る
た
め
、
湧
別
町
、
小
清
水
町

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
湧
別
町
の
義
務
教
育
学
校
で
は
、
９
年
間
の

一
貫
教
育
や
地
域
連
携
を
学
び
、
本
町
で
計
画

し
て
い
る
新
設
校
で
の
教
育
課
程
編
成
の
ヒ
ン

ト
を
得
ま
し
た
。

　

小
清
水
町
の
地
域
実
践
事
業
「KO

SIM
O

タ
ク
シ
ー
」
か
ら
は
、
実
施
に
至
っ
た
経
緯
や

運
転
手
登
録
、
運
営
管
理
、
課
題
や
改
善
点
な

ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
今
回
の
視

察
を
生
か

し
、
別
海
町

の
教
育
の
充

実
と
、
よ
り

住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を

目
指
し
、
調

査
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
年
の
瀬
に
行
わ
れ
今
年
で
開
催
６

年
目
と
な
る
、
光
進
泉
川
花
火
大
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
の
若
手
有
志
ら

で
始
め
た
と
い
う
花
火
大
会
は
、
今

や
町
内
外
か
ら
６
０
０
人
以
上
も
の

人
が
集
ま
る
、
年
末
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
さ
な
が
ら
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
、

内
容
を
毎
年
工
夫
し
て
お
り
、
今
年

は
子
ど
も
手
持
ち
花
火
、
電
子
オ
ル

ガ
ン
演
奏
な
ど
子
ど
も
も
楽
し
め
る

内
容
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
中
山
間
サ
ブ
集
落
事
業

に
よ
る
乳
製
品
の
配
布
で
、
消
費
拡

大
運
動
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責 

吉
田
委
員
）

光進泉川花火大会を見学してきました

べつかい協働のまちづくり補助金を活用

小清水町にて 湧別町にて



町民の皆さんの声を一緒に届けませんか?!

今回のテーマは「常任委員会」です。
別海町議会は「委員会主義」を掲げ、委員会での調査や議論を重視してきました。今年度から常任
委員会を２つに再編し、委員構成を８人へと見直しました。委員数が増えたことで、これまで以上に
多様な視点と意見が集まり、より深い議論が行われるようになっています。
今回は総務産業常任委員会を詳しく紹介します。

Let’s go 議会！ ！Let’s go 議会！ ！レッツゴー！レッツゴー！

常任委員会ってなにしてるの？・・

議案や町の課題を分野ごとに詳しく調べ、本会議での審議をより充実させるた
めの準備を行っています。資料の確認や担当課からの説明、現場視察などを通
して、私たちの暮らしに関わるテーマを一つ一つ丁寧に話し合っています。

連載
第４回

総務産業常任委員会では
こんなことを調べています

委員会では、調整・協議・調査・審査・振り返りを通して議論の質を高めています。
さらに、一般質問で扱われた議題も委員会で引き継ぎ、調査を進めています。
これからも、多角的な視点から丁寧な議論を重ね、より良い町政につなげていきます！

庁舎管理や防災、
法令・例規、広報、
町税、情報管理
など

委員長・副委員長で
行う。次回の委員会
で調べる内容を事前
に調整し、委員会の
運営が円滑に進むよ
う必要事項を打ち合
わせする。

役場の担当職員と委
員で行う。議案や事
業内容を把握するた
めの説明を受け、質
問や調査を行う。委
員としての立場で内
容を詳しく確認する。

常任委員会終了後、
委員のみで行う。振
り返りを行い、懸念
点や評価点などを協
議し、委員会として
の方向性をまとめ
る。

委員長・副委員長で
行う。委員会協議会
で出た意見・懸念事
項や評価点などをま
とめ、協議内容を担
当部署と情報共有す
る。

人事、財政、契約、
公共施設管理な
ど、町の運営に関
わる業務など

農業や漁業、商工・
観光、林業など

町道や橋りょう、
除雪、土木工事、
町営住宅・町有施
設、上下水道など

総合計画、まちづ
くり、ふるさと納
税、統計、地域創
生、広聴活動など

総務部 経営管理部 産業振興部 建設水道部 総合政策部

正副委員長
会議

事前調整

常任委員会

協議・審査

委員会
協議会

振り返り

正副委員長
会議

報告整理

担当は

※委員会では、「議員」ではなく「委員」と呼びます

どんな部署？

委員会のながれ

後
日

同
日
開
催

同
日
開
催

委員会は２日間に
わたることもあります！

15



シリーズシリーズ

　　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年第１回定例会は
３月９日（月）～３月17日（火）

を予定しています

一般質問の傍聴にきてみませんか？

お待ちしていま～す !!別海町議会
YouTubeチャンネル

３月 11日㈬予定

一般質問日

― 子どもたちへつなぐ熱気球の体験 ―

　　　　　　　　　
□令和８年２月１日発行／北海道別海町議会　□発行責任者／西原　浩　□編集／広報・広聴常任委員会

〒086-0205　北海道野付郡別海町別海常盤町280番地　TEL（0153）74-9854（直通）
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▲

　
雪
に
覆
わ
れ
た
農
村
広
場
に
、
今
年

も
色
鮮
や
か
な
熱
気
球
が
静
か
に
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
で
5
回
目
を

迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、
内
容
も
少

し
ず
つ
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　
冬
の
空
の
下
、
順
番
を
待
つ
子
ど
も

た
ち
や
家
族
の
列
は
、
こ
の
催
し
が
町

に
根
付
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て

い
る
の
が
、
町
内
有
志
に
よ
る
「
べ
つ

か
い
に
熱
気
球
を
あ
げ
る
会
」
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
６
人
。

　

子
ど
も
の
幼
稚
園
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
父
親
た
ち
が
中
心
と
な
り
、「
子

ど
も
た
ち
に
特
別
な
体
験
を
届
け
た

い
」
と
い
う
共
通
の
思
い
か
ら
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
。
外

出
や
行
事
が
制
限
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
た
時
期
、
人

と
の
接
触
が
少
な
く
、
安
全
に
楽
し
め

る
体
験
は
で
き
な
い
か
と
模
索
す
る
中

で
、
熱
気
球
に
行
き
着
い
た
と
い
い
ま

す
。

　
車
で
来
場
し
、
気
球
に
乗
り
、
空
を

体
験
し
て
帰
る
。
そ
の
流
れ
が
当
時
の

状
況
に
も
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
気
球
は
ロ
ー
プ
で
係
留
さ
れ
、
上
空

か
ら
は
別
海
の
広
大
で
平
坦
な
大
地
を

一
望
で
き
ま
す
。
川
の
蛇
行
や
林
の
広

が
り
な
ど
、
地
上
で
は
気
づ
き
に
く
い

景
色
に
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ

ま
す
。

　
「
き
れ
い
だ
っ
た
」「
少
し
怖
か
っ
た

け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
」。
そ
ん
な
感
想

が
、
活
動
を
続
け
る
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
運
営
は
、
べ
つ
か
い
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
や
町
内
企
業
の
協
賛
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
資
金
面
は
大
き

な
課
題
で
す
。
一
度
途
切
れ
て
し
ま
え

ば
再
開
が
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
で
き
る

限
り
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
将
来
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
う
な

ど
、
体
験
教
育
と
し
て
の
広
が
り
も
思

い
描
い
て
い
ま
す
。

　
空
か
ら
自
分
の
町
を
見
る
経
験
は
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
深
く
残
り
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
思
い
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
次
の
世
代
へ
と
受

け
継
が
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

代表の木嶋  宏之 さん


